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令和８年６月８日 

 

 

五戸町議会第１９回定例会 一般質問通告一覧表 

 

 

通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

１ 一 問
一 答 

髙 奥 浩 明 １．小中学生の不登校

に対する校内教育

支援センターの成

果、及び不登校児

童・生徒を抱える家

庭への支援につい

て 

 

文部科学省の調査によると令和６年

度の小中学生の不登校は全国で３５万

３，９７０人（令和５年度は３４万６，

４８２人）と昨年同様増加傾向にある。 

小中学校の１，０００人当たりの不登

校は全国平均３８．６人、青森県平均３

６．３人とこちらも昨年同様増加傾向に

ある。 

小学生の１，０００人当たりの不登校

は全国平均２３．０人、青森県平均１９．

２人に対し、五戸町１９．６人。 

中学生の１，０００人当たりの不登校

は全国平均６７．９人、青森県平均６７．

７人に対し、五戸町１００．１人とかな

り多い。 

また、小学生の児童が不登校になった

場合、親は勤務形態を変える、仕事を辞

める場合もあり、家計へも大きな影響を

与えている。 

ついては、五戸町の不登校の現状と支

援体制について伺う。 

(1) 令和７年度の不登校の人数と割合

は。 

(2) 校内教育支援センターの対象者と、

実績及び今年度の施策は。 

(3) 不登校児童・生徒を抱える家庭への

支援は。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．五戸町一般廃棄物

（ごみ）処理基本計

画におけるごみ排

出量の削減の目標

と施策について 

令和８年３月に『五戸町一般廃棄物

（ごみ）処理基本計画』が発行された。

計画期間は令和８年度から令和１７年

度までの１０年間である。 

県の令和１２年度の数値目標は、１人

１日当たりのごみ排出量９００ｇ（生活

系ごみ６１３ｇ、事業系ごみ２８７ｇ）、

資源化率を４０％（うち２０％は行政回

収に係る資源化率）などとなっている。 

※五戸町の令和６年度実績、１人１日当

たりのごみ排出量８２１ｇ（生活系ごみ

６６８ｇ、事業系ごみ１５３ｇ） 

計画には、住民、事業者、町・組合の

観点から各々の役割と重点施策が記さ

れており、町・組合は住民、事業者に各々

の役割・重点施策を説明し、協力しても

らうことが目標を達成するために重要

である。 

ついては『五戸町一般廃棄物（ごみ）

処理基本計画』について伺う。 

(1) 令和１２年度の数値目標は国と県

では異なるが、五戸町としてはどのよ

うに進めるのか。 

(2) 令和２年度から令和６年度まで１

人１日当たりのごみ総排出量にはほ

とんど変化がないが、この間のごみ削

減として行った施策は。 

(3) 町・組合の役割である、ごみ減量等

に関する勉強会や説明会の実施予

定・内容は。 

(4) 町・組合の重点施策である「生活系

ごみ処理の有料化検討」「プラスチッ

ク使用製品廃棄物の分別収集及び再

商品化検討」などの内容は。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

２ 一 問
一 答 

豊 田 孝 夫 １．多目的グラウンド

新設事業について 

 

令和８年５月７日の議員全員協議会

において五戸町多目的グラウンド新設

事業の概要が示された。人工芝を敷設し

た屋外施設で、サッカー・フットサルの

みならず、地域住民がレクリエーション

等に使用できるとのことである。 

しかしながら、概要図面を見る限りト

イレもなく駐車場も整備されていない。

地域住民が使いやすいように整備する

ことが必要と考える。 

ついては、次の３項目についてお答え

願いたい。 

(1) トイレ、駐車場の整備計画はある

か。また、整備時期についてはいかが

か。 

(2) 事業費の中にＪＦＡ（日本サッカー

協会）の助成金が入っているが、サッ

カー・フットサル以外の催事に使用し

ても差し支えないか。 

(3) 現在の野球場の外周に樹木が植栽

されているが、それらも伐採すること

になるか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．バ・オールの整備

について 

現在整備中の産直施設バ・オールにつ

いては、町のスケジュールによると、５

月上旬までに建築工事完了、７月下旬ま

でに外構工事完了となり、８月２７日開

業予定となっている。また、事業主体者、

出品予定者との会議も開かれ準備も進

んでいる。 

ついては、次の項目についてお答え願

いたい。 

(1) 現在のところ出品予定者は何名に

なっているか。 

(2) 出品予定者の農産物の品目につい

ては（果樹、野菜、穀物、その他など

主な種類）いかがか。 

(3) 設備に防災機能も持たせるとのこ

とであったが、その場所は。 

(4) 当初、医療施設も開設する見込みと

のことであったが、その後の進捗状況

はいかがか。 

(5) 開業時期について、出品予定者はお

盆前にしてもらいたいとの強い意向

があるが、早めることは可能か。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

３ 一 問
一 答 

川 﨑 七 洋 １．町内小学校及び中

学校の統合後の運

営方針について 

 

かねてより計画されていた町内小学

校、中学校の統合が目前に迫っている。

特に統合後に使用されなくなる切谷内

小学校学区の皆様は、統合前最後の年を

子どもたちや地域の皆さんの記憶に残

るものにしようと一生懸命に考え、活動

なさっている。 

こういった方々の努力を見るにつけ、

五戸町内どの地域においても、今回の各

学校統合が良い影響をもたらすものに

なって欲しいと願ってやまない。そこで

以下のとおり質問する。 

(1) 統合される川内小学校及び五戸中

学校について、現在の検討状況、進捗

状況について改めてご説明をお願い

したい。 

(2) 統合後も自分が生まれた地域へ愛

着を持ってもらうことは大事である

と考えるが、統合後はどのような方針

で教育していこうとお考えであるの

か。 

(3) 今後も人口減少、少子化は進んでい

くものと承知しているが、そうなった

場合に町内小学校はどのように運営

していく方針であるのか。今後の人口

推計、子どもの人数の推計と共にお答

えいただきたい。 

 


